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中
央
本
部
（
会
長 

上
田
卓
雄
）
で
は
、

１
月
25
日
午
前
11
時
30
分
か
ら
、
新
年
初

の
執
行
部
会
を
、
午
後
１
時
か
ら
は
理
事

会
を
大
阪
市
内
の
「
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

理
事
会
で
は
、
政
権
交
代
で
人
権
擁
護

法
案
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
非
常
に
困
難

に
な
っ
た
が
、
こ
の
状
況
下
で
如
何
に
成

立
を
図
っ
て
い
く
の
か
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
開
催
す
る
第
25
回
の
全
国

大
会
に
つ
い
て
は
、
各
都
府
県
本
部
の
財

政
な
ど
を
考
慮
し
て
、
規
模
を
縮
小
し
て

開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。

中
央
本
部
理
事
会
を
開
催　
　

　
　

第
25
回
全
国
大
会
も
縮
小
し
て
の
開
催
を
決
定

都
府
県
本
部
関
係

　

京
都
府
本
部
（
会
長 

上
田
藤
兵
衞
）

で
は
、京
都
市
協
議
会
（
議
長 

渡
守
秀
治
）

と
合
同
で
の
新
春
懇
親
会
を
、
１
月
15
日

午
後
６
時
か
ら
京
都
市
内
の
「
京
都
ホ
テ

ル
オ
ー
ク
ラ
」
に
、
国
会
、
府
会
、
市
会

の
各
議
員
や
自
治
体
の
代
表
者
多
数
を
来

賓
に
招
き
、
３
７
０
名
を
集
め
開
催
し
た
。

　

広
島
県
本
部
再
建
委
員
会
（
会
長 

本

原
克
己
）
で
は
、
１
月
23
日
午
後
１
時
30

分
か
ら
、
福
山
市
内
の
「
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ

ア
」
に
、
60
名
余
り
の
参
加
者
を
集
め
、

結
成
大
会
を
開
催
し
た
。

　
　

平
成
21
年
度
役
員

　

会　
　

長　
　

本
原　

克
己　

（
新
）

　

副
会
長　
　
　

多
賀　

眞
次　

（
新
）

　

事
務
局
長　
　

幡
司　

貴
光　

（
新
）

　

訂
正　

前
号
の
謹
賀
新
年
で
中
央
本
部

事
務
局
次
長
の
山
口
勝
広
さ
ん
が
抜
け
て

い
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
し
ま
す
。

◆
ト
ピ
ッ
ク
ス
◆

　

２
面
の
福
岡
県
本
部
の
声
明
は
、
福
岡

県
で
昨
年
７
月
に
「
差
別
は
が
き
」
を
自

作
自
演
し
て
逮
捕
さ
れ
た
の
に
つ
づ
き
、

今
年
の
２
月
に
再
び
福
岡
県
に
お
い
て

「
差
別
は
が
き
」
を
郵
送
し
た
こ
と
で
高

校
の
教
諭
が
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が

あ
り
、
こ
の
事
件
に
対
し
て
福
岡
県
本
部

が
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

３
面
の
新
聞
記
事
は
、
朝
日
新
聞
社
が

夕
刊
で
連
載
し
て
い
る
「
ニ
ッ
ポ
ン 

人
・

脈
・
記
」
の
記
事
で
、
今
回
は
「
差
別
を

越
え
て
」
と
し
て
10
回
に
わ
た
っ
て
連
載

さ
れ
た
も
の
の
９
回
目
の
記
事
で
あ
る
。

　

政
府
の
意
見
聴
取
同
和
運
動
３
団
体
の

長
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
上
田
会
長
の

人
柄
を
思
わ
せ
る
写
真
と
記
事
の
内
容
。

第
25
回
全
国
大
会

		


日　

時	

５
月
20
日
（
木
）　

午
後
２
時
～
５
時

		


場　

所	

自
民
党
本
部
９
Ｆ
９
０
１
会
議
室

第 25 回全国大会の詳細を決めた中央本部理事会
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福岡県久留米市立南筑高校教諭の差別文書郵送について

自由同和会福岡県本部の声明

　昨年の立花町職員による「差別はがき」自作自演での逮捕についで、またまた、福岡県の久留米

市において「差別はがき」による逮捕者がでた。

　教師が少女買春やスカートの中の盗撮などの犯罪で逮捕されることは枚挙にいとまがないが、今

回は「被差別部落を中傷する」差別的な内容や「死んでしまえ」などと書いたはがきや手紙 6 通を

同校男子生徒の父親あてに郵送したことで、脅迫と偽計業務妨害の疑いで逮捕されたものである。

　新聞の報道によれば、逮捕された教諭は生徒指導を担当している関係上、男子生徒の喫煙問題を

めぐって生徒の父親とトラブルになっていたらしい。

　どのようなトラブルがあろうとも部落差別をすることは許されない。ましてや児童・生徒に人権

の大切さを教える教師による差別事案である。

　いっぽう、差別することを正当化はできないが、今回は同情の余地が少なからずあるように思わ

れる。

　それは、喫煙問題で生徒指導をしているにも関わらず、自分の子供の素行不良を棚に上げ、教師

の電話の対応が悪いと学校にクレームを付け、校長は自宅に出向き「対応が悪くて申し訳ない。指

導します」と釈明したらしいが、どうも子供の喫煙を注意された父親の逆恨みに端を発している感

が拭いきれないからである。

　教師にしてみれば、正しい生活指導をしているのに、なぜ校長が自宅へ出向き謝罪するのか。な

ぜ自分が逆に校長から指導されなければならないのか。恐らく憤りを覚えたに違いなく、ことの発

端を無視して、父親の抗議に学校側が折れたことで厭世観を持ち、追い込まれた結果の出来事だと

思われるふしもある。

　教師がこのような出来事を起こした背景には、被害者とされる生徒の父親が学校側にクレームを

付けるいわゆるモンスターペアレントかもしれず、生徒の喫煙問題はどう処理されたのか。父親の

抗議方法には問題はなかったのか。父親の発言に教師の人格を否定するようなものはなかったのか。

いろいろと疑問の残るところである。

　この事件を受け、久留米市の教育委員会は、23 日に市立の小中高 66 校の校長会を臨時に開き、堤

教育長は「部落差別を利用して市民を脅迫するなど、あるまじき行為で断じて許されない」と語気

を強め、さらに、「人権感覚・部落差別に対する認識など、教職員への人権・同和研修が十分ではなかっ

た」と市教委のこれまでの対応のまずさについて自省した上で、「今後、人権教育の研修、啓発の再

構築を図っていく」と述べたと伝わるが、過度な研修は同和関係者の児童・生徒に係わると煩わし

くなるので、触らぬ神に祟りなしとばかりに、問題行動があっても放任されてしまうことを危惧す

るものである。

　今後も同和関係者の児童・生徒に問題行動があった場合には、指導することに萎縮せず、分け隔

てなく指導することが必要不可欠であり、同和問題を再びアンタッチャブルにさせないように取り

組んでもらいたいものである。

平成 22 年 2 月 25 日

自由同和会福岡県本部

会　長　上　田　卓　雄
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2010
年

1
月

28
日
（
木
）　

朝
日
新
聞
　
夕
刊
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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

宮
崎　

学
（
み
や
ざ
き
・
ま
な
ぶ
）

　

１
９
４
５
年
、
京
都
府
生
ま
れ

　

早
稲
田
大
学
法
学
部
中
退

　

１
９
４
５
年
、
京
都
・
伏
見
の
ヤ
ク
ザ
、

寺
村
組
組
長
の
父
と
博
徒
の
娘
で
あ
る
母

の
間
に
生
ま
れ
る
。

　

早
稲
田
大
学
在
学
中
は
学
生
運
動
に
没

頭
し
、
共
産
党
系
ゲ
バ
ル
ト
部
隊
隊
長
と

し
て
名
を
馳
せ
る
。

　

『
週
刊
現
代
』（
講
談
社
）
記
者
を
経
て
、

家
業
の
解
体
業
を
兄
と
と
も
に
継
ぐ
が
倒

産
。

　

そ
の
後
、
グ
リ
コ
・
森
永
事
件
で
は
「
キ

ツ
ネ
目
の
男
に
擬
さ
れ
、
重
要
参
考
人
Ｍ

と
し
て
警
察
に
マ
ー
ク
さ
れ
る
が
、
事
件

は
２
０
０
０
年
２
月
13
日
に
時
効
を
迎
え

真
相
は
闇
に
消
え
た
。

　

１
９
９
６
年
10
月
、
自
身
の
半
生
を

綴
っ
た
『
突
破
者
』（
南
風
社
、
幻
冬
舎

ア
ウ
ト
ロ
ー
文
庫
）
で
、
作
家
デ
ビ
ュ
ー

し
た
。

　

２
０
０
５
年
に
は
、
英
語
版
『
Ｔ
Ｏ
Ｐ

Ｐ
Ａ　

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
』
も
翻
訳
出
版
さ
れ
た
。

　

近
年
は
、
警
察
の
腐
敗
追
及
や
ア
ウ
ト

ロ
ー
の
世
界
を
主
な
テ
ー
マ
に
し
た
執
筆

活
動
を
続
け
て
い
る
。

（MIYAZAKI manabu

official website

）
よ
り

　
　

融
和
運
動
の
再
評
価　

８
話

　

自じ
き
ょ
う彊

と
解
放　
　

岡
本
弥

わ
た
る

の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎　

学

　

岡
山
の
三
好
伊
平
次
は
、
五
箇
条
の
ご

誓
文
の
「
上
下
心
を
一
に
」 

「
天
地
の
公

道
」、
教
育
勅
語
の
「
億
兆
心
を
一
に
」
な

ど
を
言
葉
だ
け
に
と
ど
め
る
の
で
は
な

く
、
差
別
撤
廃
・
万
人
平
等
の
梃
子
に

し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
天

皇
や
政
府
に
お
願
い
す
る
だ
け
で
は
で
き

な
い
、
部
落
民
が
自
立
し
て
団
結
し
、
官

を
動
か
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
し

た
。
こ
れ
と
同
じ
考
え
を
、
も
っ
と
具
体

的
に
進
め
た
の
が
、
和
歌
山
の
岡
本
弥

だ
っ
た
。

　

日
清
戦
争
の
こ
ろ
か
ら
日
本
社
会
に
は

労
働
者
が
大
量
に
生
ま
れ
、
農
村
の
疲
弊

が
見
ら
れ
る
な
ど
、
近
代
社
会
特
有
の
社

会
問
題
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
年
）
に

戊
申
詔
書
が
発
布
さ
れ
、
地
方
改
良
運

動
と
い
う
社
会
政
策
が
展
開
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
上
か
ら
の
地
方
活
性
化
、
地
域
興

し
の
よ
う
な
も
の
で
、
村
の
指
導
者
や
自

主
的
な
組
織
を
利
用
す
る
形
で
進
め
ら
れ

た
。

　

和
歌
山
県
端
場
村
の
青
年
村
長
だ
っ
た

岡
本
弥
は
、
地
方
改
良
運
動
の
先
頭
に
立

ち
、
そ
れ
を
部
落
の
改
善
と
差
別
の
撤
廃

に
つ
な
げ
よ
う
と
し
た
。
地
方
改
良
運
動

の
合
言
葉
は
、「
自
彊
」（
自
分
か
ら
進
ん

で
勤
め
励
む
こ
と
）
だ
っ
た
が
、
岡
本
は
、

こ
の
「
自
彊
」
と
は
「
矯
風
」（
悪
い
習
慣

を
直
す
こ
と
）
で
は
な
い
と
批
判
し
、
こ

れ
を
部
落
の
社
会
的
団
結
と
し
て
実
現
す

る
こ
と
に
全
力
を
挙
げ
た
の
だ
。
そ
う
い

う
意
味
で
の
自
彊
と
は
、
部
落
の
自
立
と

い
う
こ
と
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
岡
本
は
差
別
事
象
に
対
し
て

は
、
あ
る
意
味
で
は
水
平
社
以
上
に
厳
し

く
闘
っ
た
。
差
別
発
言
を
め
ぐ
っ
て
、
西

本
願
寺
に
対
し
て
も
、
護
憲
運
動
の
尾
崎

行
雄
や
犬
養
毅
に
対
し
て
も
、
正
面
か
ら

糾
弾
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
融
和
と
差
別

糾
弾
は
両
立
す
る
の
だ
。
と
い
う
よ
り
、

岡
本
の
考
え
方
で
は
、
差
別
糾
弾
を
お
こ

な
っ
て
は
じ
め
て
自
彊
も
融
和
も
成
り
立

つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

岡
本
の
考
え
方
は
、
前
に
紹
介
し
た
留

岡
幸
助
と
同
じ
よ
う
に
、
二
宮
尊
徳
の
思

想
を
基
に
し
て
お
り
、
農
を
基
礎
に
し
た

相
互
扶
助
社
会
を
理
想
と
し
て
い
た
。
岡

本
の
考
え
て
い
た
融
和
と
は
、
そ
の
理
想

に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
被
差
別
部
落

を
外
の
社
会
に
溶
け
込
ま
せ
る
と
い
う
よ

り
、
む
し
ろ
逆
に
被
差
別
部
落
に
こ
そ
色

濃
く
あ
っ
た
相
互
扶
助
を
押
し
広
げ
て
、

そ
こ
に
す
べ
て
を
溶
け
込
ま
せ
て
い
く
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
日
本
の
共
同
体

す
べ
て
の
自
彊
、
す
な
わ
ち
差
別
の
な
い

相
互
扶
助
関
係
を
下
か
ら
創
り
出
し
て
い

く
こ
と
こ
そ
が
融
和
運
動
な
の
で
あ
る
と

い
う
の
が
岡
本
弥
の
融
和
運
動
の
理
念
で

あ
っ
た
。
水
平
社
の
言
う
部
落
解
放
に
し

て
も
、
こ
の
よ
う
な
道
の
先
に
こ
そ
は
じ

め
て
見
え
て
く
る
も
の
な
の
で
は
な
い
か
。

岡
本
弥
の
思
想
と
実
践
は
、
今
で
も
学
ぶ

に
値
す
る
も
の
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。

当
面
の
掲
載
予
定

「
融
和
運
動
の
再
評
価
」

９
話　

内
部
自
覚
と
自
力
更
生

　
　
　
　
　

山
本
政
夫
の
こ
と　

　
　
　
　
　
　

１
９
３
号
に
掲
載

10
話　

戦
時
下
の
経
済
更
生
運
動　

１
９
４
号
に
掲
載

11
話　

行
政
闘
争
の
裏
側１

９
５
号
に
掲
載

12
話　

同
対
審
答
申
の
立
場
を
考
え
る

１
９
６
号
に
掲
載

13
話　

解
放
と
融
和
の
ゆ
く
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
７
号
に
掲
載

宮
崎
学
さ
ん
の
長
期
連
載　

「
融
和
運
動
の
再
評
価
」


